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「
続
三
原
郡
史
」
は
、
昭
和
51

▲編纂委員の皆さん（前列左から、飯田寛治委員、菊川
　兼男委員長、増田博茂副委員長。後列左から正井良徳
　委員、川道享史委員、西東祥征委員）

編
集
委
員
に
感
謝
状

円え
ん
じ
つ実
自
治
会
、公
会
堂
を
整
備

円
実
公
会
堂
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

中
川
健
次
自
治
会
長
は
「
住
民

の
交
流
、
伝
統
文
化
の
継
承
の
場
と

し
て
、
ま
た
非
常
時
の
避
難
場
所

と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲整備された
　円実公会堂

年
か
ら
南
あ
わ
じ
市
誕
生
に
至

る
ま
で
の
約
30
年
間
の
三

原
郡
四
町
の
歴
史
と
、
遺

跡
の
調
査
記
録
、
地
名
の

改
変
の
解
説
や
由
来
な
ど
、

古
い
時
代
へ
の
考
察
も
盛

り
込
ま
れ
た
現
代
史
と
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
約
５
か
年

の
歳
月
に
わ
た
っ
て
編
纂

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

６
人
の
委
員
に
中
田
市
長

か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
長
は
「
子
や
孫
に
歴

　

兵
庫
県
の
「
大
型
観
光
交
流

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
や
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
な
ど
が
始
ま

り
、
益
々
、
南
あ
わ
じ
市
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
３

月
20
日
か
ら
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

が
自
主
放
送
番
組
用
な
ど
で
作
成

し
た
過
去
の
番
組
や
観
光
情
報
、

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
「
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
島
外
に
住
む
出
身

者
や
観
光
客
、
定
住
を
お
考
え
の

方
々
へ
、
市
の
魅
力
や
出
来
事
な

ど
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

閲
覧
方
法
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
南
あ
わ

じ
市
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
画
像

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

▲開設した「動画チャンネル」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

全
国
へ
魅
力
を
Ｐ
Ｒ ▲企業団地に完成した三洋エナジー南淡㈱三原工場

企
業
誘
致

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
企
業
誘
致
を

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
榎
列
上
幡
多

の
企
業
団
地
に
市
が
誘
致
し
た
三

洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱
三
原
工
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
新
工
場
で
、２
月
17
日
、

関
係
者
約
80
人
が
出
席
し
て
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
工
場
は
、鉄
骨
３
階
建
て
で
、

携
帯
電
話
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な

ど
に
使
わ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
生
産
を
行
い
ま
す
。

　

竣
工
式
で
中
田
市
長
は
「
新
工

竹
本
駒こ

ま

之
助
さ
ん
、Ｃ
Ｄ
集
を
寄
贈

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　
き
ら
ら
・
い
ち
ば
ん
星

日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
制
作
）

が
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
之
助
さ
ん
は
、
昭
和
10
年
生

ま
れ
。
天
才
少
女
と
騒
が
れ
、
14

歳
で
大
阪
に
出
て
女
流
義
太
夫
の

竹
本
春
駒
に
入
門
。
以
来
、
数
々

の
名
人
に
師
事
し
、
伝
統
技
法
を

身
に
付
け
た
芸
は
高
い
評
価
を
得

て
、
平
成
11
年
、
国
の
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
義
太
夫
協

会
副
会
長
や
後
継
者
養
成
事
業
の

講
師
を
務
め
る
な
ど
、
後
進
の
指

導
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
人
間
国

宝
・
竹
本
駒
之
助（
本
名　

上
田

悦
子
）さ
ん
か
ら
、
自
身
の
浄
瑠

璃
語
り
を
吹
き
込
ん
だ
Ｃ
Ｄ
集

「
人
間
国
宝　

女
流
義
太
夫　

竹

本
駒
之
助
の
世
界
」（
11
枚
組
。

▲人間国宝・竹本駒之助さん

　

南
あ
わ
じ
市
障
害
者
福
祉
施
設

「
き
ら
ら
」（
神
代
浦
壁
）の
お
菓

子
工
房
と
精
神
障
害
者
小
規
模
作

業
所「
い
ち
ば
ん
星
」（
市
福
永
）の

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
で
、「
き
ら
ら
」は
お

菓
子
の
生
産
活
動
を
充
実
さ
せ
、

「
い
ち
ば
ん
星
」で
は
、
障
害
者

の
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
充
実
な
ど
を
図

り
ま
し
た
。

▲リニューアルされた「いちばん星」。
　お昼には日替りランチも行っています。
　（月～土）9：30～16：30

福
良
不
動
講
か
ら
寄
附

三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
・
三
原
工
場
が
完
成

「
続
三
原
郡
史
」が
完
成

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　（３月16日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 159件 25,884,219円

市外（島内） 28件 1,716,000円

市外（島外） 107件 8,639,940円

合計 294件 36,240,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

２
月
24
日
、
福
良
不
動
講
代
表

の
内
海
信
太
朗
さ
ん
が
緑
庁
舎
を

訪
れ
、
１
月
に
行
っ
た
寒
行
の
浄

財
11
万
円
を
「
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

場
の
完
成
で
新
た
な
雇
用
が
生
ま

れ
、
若
者
の
定
住
化
や
人
口
増
加

に
も
つ
な
が
り
市
に
と
っ
て
も
喜

ば
し
い
。
電
池
は
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
で

あ
り
、
景
気
回
復
に
も
期
待
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

工
場
は
順
次
、
操
業
開
始
予
定

で
、
新
規
雇
用
が
な
さ
れ
、
南
あ

わ
じ
市
内
の
方
々
も
大
勢
働
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
雇
用
創
出
に
よ
る
市
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致

を
推
進
し
ま
す
。

史
を
つ
な
ぐ
家
宝
と
し
て
後
世
に

残
せ
る
立
派
な
も
の
が
で
き
ま
し

た
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
菊
川
兼か
ね

男お

編
纂
委
員
長
か
ら

は
、「
前
編
の
三
原
郡
史
と
共
に
、

両
方
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
思
い
を
養
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
完
成
の
喜
び
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

書
籍
は
一
冊
５
０
０
０
円
（
税

込
）、
市
内
取
扱
店
（
３
月
広
報

掲
載
）
の
７
書
店
で
、
８
月
31
日

ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　

宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
と
し
た

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
20
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業
を
活
用
し
、灘
円
実
自
治
会
は
、

　

寄
附
金
は
淡
路
人
形
会
館
建
設

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
不
安
を
解
消
し
て
も

ら
お
う
と
「
子
育
て
ゆ
め
る
ん
セ

ミ
ナ
ー
」
を
３
月
７
日
、
緑
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

育
児
相
談
や
離
乳
食
教
室
、
市

の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
特
別
講
演

と
し
て
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
「
子

育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
」
の

著
者
で
医
師
の
明あ

け
は
し橋

大だ
い

二じ

さ
ん
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
橋
さ
ん
は
、
今
の
子
ど
も
を

め
ぐ
る
問
題
の
根
っ
こ
は
、「
自

己
評
価
の
極
端
な
低
さ
」
が
原
因

で
あ
る
と
指
摘
。「
０
〜
３
歳
の

間
は
自
尊
感
情
が
身
に
つ
く
時
期

な
の
で
、
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
与
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
感
情

が
身
に
つ
け
ば
、
生
活
習
慣
や
学

力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
２
０
０
人
が
来
場
。
父

親
も
多
数
訪
れ
、
大
橋
先
生
の
話

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

▲講師の話に真剣に耳を傾ける参加者

明あ
け
は
し橋

大だ
い
じ二

先
生
が
講
演

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

　

市
消
費
者
協
会
は
２
月
13
日
、

南
淡
公
民
館
で「
金
融
学
習
講
座
」

を
開
催
。
会
員
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
財
務
省
近
畿
財
務

局
神
戸
財
務
事
務
所
の
阿
曽
秀
昭

所
長
を
招
き
「
我
が
国
の
財
政

の
現
状
と
課
題
等
」
と
題
し
て
講

演
し
、
国
の
予
算
や
兵
庫
県
の
経

済
情
勢
、
金
融
詐
欺
等
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

消
費
者
協
会
が

　
　
　
金
融
学
習
会




